ちに 始末し なければ ならない と、 気 も 心も顚 倒して い 

るら しかった。 泣き だす 前の ような その子 供の 顔、 … 

…こうした suspense の 状態が 物の 三十 秒 も 続けられ 

たろう か。 

けれども 子供の 力 はとても 扉の 重みに 打ち勝て るよ 

うな ものではなかった。 ああして いると やがてお お 事 

になる と 彼 は 思わずに はいられ なくなった。 単なる 好 

あと もど 

奇 心が 少し ぐらつき だして、 後戻りして その子 供の た 

めに 扉 をし める 手伝い をして やろうかと ふと 思つ てみ 

たが、 あすこまで 行く うちに は 牛乳 瓶が も う) J ろごろ 

と 転げ 出して いるだろう。 その 音 を 聞きつ けて、 往来 



いの かその 子供に は 皆目 見当が つかない の だ、 と 彼 は 

思 つ た。 

群がり 集まって 来た 子供た ち は 遠巻きに その 一 人の 

子供 を 取り巻いた。 すべての 子供の 顔 には子 供に 特有 

な 無遠慮な 残酷な 表情が 現われた。 そして ややし ばら 

く 互いに 何 か 言い交し ていたが、 その 中の 一 人が、 

「わ— るいな、 わるい な」 

とさ も 人の 非 を 鳴らす の だと いう 調子で 叫び だした _ 

それに 続いて、 

「わ— るいな、 わるい な。 誰かさん はわ ー るいな。 お 

いらの せいじゃな— いよ」 



と い う 意地悪げ な 声が そこにい るすべ て の 子供た ち 

きゅうもん 

から 一 度に 張り上げられた。 しかも その 轧問 の 声 は 

調子 づ いて だんだん 高められて、 果て は 何処から とも 

なく そわそわと 物音の する 夕暮れの 町の 空気が、 この 

力， < だ 力 

癇 高な 叫び声で 埋められて しまう ほどに なった。 

ちゅうちょ 

しばらく 躊躇して いた その子 供 は、 やがて 引きず 

られ るよう に 配達 車の 所まで やって来た。 もうどうし 

のが みち 

ても遁 れる途 がない と 覚悟 をき めた ものら しい。 しょ 

んぼ りと 泣き も 得せずに 突っ立った その まわりに は、 

あらん 限りの 子供た ちが ぞろぞろと 跟 いて 来て、 皮肉 

むちう 

な 眼つ きで その子 供 を 鞭ちながら、 その 挙動の 一 つ 



一 人と して 事件の 善後 を 考えて やろうと する もの はな 

いらし く、 かかわ リ 合いになる の を めんどうく さがつ 

ている ように 見えた。 そのて いたらく を 見せつ けられ 

ると 彼 はます ます 焦 立った。 いきなり 飛び こんで 行つ 

て、 そこにい る 人間 ども を 手 あたりし だいに なぐりつ 

けて、 あっけに とられて いる 大人 子供 を 尻 眼に かけな 

、、ゝ ) 、 

力、 ら 

で く ひきょうもの 

「馬鹿野郎！ 手前た ち は 木 偶の 棒 だ。 卑怯者 だ。 こ 

の 子供が たとえば ふだんい たずら をす るから と いって 

今 もいた ずら をした とで も 思って いるの か。 こんない 

たずら が この 子に できる かで きない か、 考えても みろ 
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